























































本格化していく。41 年 10 月、アメリカの原爆開発責任者は大統領に、ドイツ
の原子力研究の進捗状況は「ほとんど分からない」としか言えなかった。マー
ティン・Ｊ・シャーウィン著加藤幹雄訳『破滅への道程 ‐ 原爆と第二次世界
大戦』TBS ブリタニカ、1978 年、58-65 ページ。
ノーマン・デイヴィス著染谷徹訳『ワルシャワ蜂起　1944』上、白水社 2012 年、
77 ページ。





─」（前篇・後篇）金沢大学経済論集』第 30 巻第 1 号、2009 年 12 月、第 2 号、


























38 ‐ 3、1988 年、87 ‐ 151 ページ。　
西部占領地域からの人的物的資源の調達、それに対する反ドイツの不満・抵抗
の諸相は、たとえば、拙稿「ドイツ第三帝国のオランダ・ベルギー占領とその
軍事経済的利用」『経済学季報』40 ‐ 4、1991 年、29 ‐ 74 ページ、および「ド
イツ第三帝国の占領政策と民衆意識の変遷─オランダ、ベルギー、ルクセンブ


























拙著『ドイツ第三帝国のソ連占領政策 1941 ‐ 1942』同文舘、1994 年。同『独
ソ戦とホロコースト』日本経済評論社、2001 年。同『ホロコーストの力学─独
ソ戦・世界大戦・総力戦の弁証法─』青木書店、2003 年。最近のつぎの研究
も、1941 年 12 月を戦局の転換とホロコーストの展開の画期とする点で共通の
歴史理解に立つ。「1941 年 12 月の最初の 2 週間、まさに、ラインハルト・ハイ
ドリヒが各省に対しはじめて『ヨーロッパ・ユダヤ人問題の最終解決のための
計画を提示しようとした瞬間に』」ソ連征服という帝国主義の野望の根本条件
が欠如していることが明確になった、と。Aam Tooze, The Wages of Destruction: 
The Making & Breaking of the Nazi Germany, London 2006(2007). 15. December 
1941: Turning Point, p.486.[Ökonomie der Zerstörung. Die Geschichte der Wirtscahft 













































感じ取っていたことは事実であろう。Frank Bajohr/Dieter Pohl, Der Holocaust als 











Breitman, Official Secrets: What the Nazis Planned, What the British and Americans 

























ジスムの研究』東京大学出版会、1992 年、第 8 章、参照。最近、第一次大戦勃
発 100 周年を前にして、第一次大戦とナチズムの関連が改めて国際的な歴史科
学的検討の対象となっている。Gerd Krumeich(Hrsg.), Nationalsozialismus und der 
Erster Weltkrieg, Essen 2010. 第一次大戦の不倶戴天の敵・独仏の関係の今日的到
達点（ヨーロッパ統合の推進者・その中軸的役割）を示すのは、共同の第一次
大戦史の執筆であり、すでに邦訳がある。Jean-Jacques Becker/ Gerd Krumeich, 




































Albert Speer: His Battle With Truth, 1995. Adam Tooze, The Wages of Destruction: The 
Making & Breaking of the Nazi Germany, London 2006(2007). JesseRussel/ Ronald 
Cohn, Albert Speer, Edinburgh 2012. 論争点の一つはシュペーアが進行中のユダヤ
人虐殺をどこまで知っていたか、それに関連してヒムラーがユダヤ人絶滅を明









































シュペーアの行動記録には、6 月 4 日の「夕方、ハルナック・ハウスで核分
裂とウラン ‐ マシーンおよびサイクロトロンに関する講演があった」と簡単
に記されているだけである。Chronik der Dienststellen des Reichsministers Albert 
Speer, 1942. Zusammengetragen von Rudolf Wolters, S.43. BA, R3/1736. 































Speer, Erinnerungen, S.240.（邦訳、238 － 240 ページ）
Speer, Erinnerungen, S.240.（邦訳、239 ページ） シュペーアによれば、1944 年


























供可能と。Speer, Erinnerungen, S.550, Anmerkung 30. 
Speer, Erinnerungen , S,550, Anmerkung 31.  





12 月 2 日の日記）。Albert Speer, Spandauer Tagebücher, Frankfurt a.M./Berlin/Wien, 
1975, S.564. 戦時下ナチス・ドイツの原爆開発・原子力開発のミゼラブルな実態
を知らない人々は、戦後のたくさんの通俗的文献で、ナチスが喧伝した「秘密
兵器」に原子爆弾も含まれるとみていた。Gregor Janssen, Das Ministerium Speer. 
Deutschlands Rüstung im Krieg, Berlin/Frankfurt a. M./Berlin, 1968, S.384, Anm64.































































































Rede Speers, Gauleiter-Tagung, 24. Febr. 1942 München, Endgültige Fassung, BA, 
R3/1547, S.2f.　
Rede Speers vom 24. Febr. 1942, S.5.
Rede Speers vom 24. Febr. 1942, S.4f.
Rede Speers vom 24. Febr. 1942, S.5．

































Rede Speers vom 24. Febr. 1942, S.7f.
Rede Speers vom 24. Febr. 1942, S.9.
Rede Speers vom 24. Febr. 1942, S.11.




























Rede Speers vom 24. Febr. 1942, S.14.　
Rede Speers vom 24. Febr. 1942, S.14.
Speer, Erinnerungen, S.225.（邦訳、224 ページ）
Speer, Erinnerungen, S.225.（邦訳、224 ページ）シュペーア軍需省で武器、装備、
弾薬の詳細な統計が作られていた。Bundesarchiv(BA), R3/1729, Ausstoß-Übersicht 






































































Ein zusammengefasstes Bild Speers über die Leistungen des Jahres 1944 vom 27. 



































Speer, Spandauer Tagebücher, S.88.
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急激な展開も対ソ攻撃の新たな展開、そこでの人的・物的諸資源の枯渇と
精神的イデオロギー的過激化＝貧窮化との相互連関のダイナミズムのなか
においてみる必要がある。
　ドイツがソ連の反撃を受け、さらに背後に無傷状態の巨大な国家・軍の
アメリカが参戦してきたこと、この全体的力関係の中で投じられ集中化さ
れた人的物的諸資源の方向（ヴェクトル群）が、原爆開発を阻止したので
ある。ナチス・ドイツの原爆開発を阻止した諸要因に、連合国の戦いの、
軍と民間の総力があったこと、このことが今一度確認される必要があろう。
（2013年1月31日投稿）
【付記】本稿は、2012（平成24）年度・科学研究費助成金・基盤研究C「ナ
チス戦時経済体制と原爆開発─挫折諸要因の構造的連関の実証的解明─」
による研究成果の一部である。
1942 年ドイツ軍需経済の課題とシュペーア─ナチス原爆開発挫折の要因分析のために─
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